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２．事業の概要と成果 

（１）上位目標 

 

 

 

ア カンボジアにおける地雷処理の中核組織であるカンボジア地雷処理センター

（ＣＭＡＣ）に、機械と人力による「統合地雷処理課程」を新設し、ＣＭＡ

Ｃ自身による持続的な統合処理教育の基盤を付与するとともに、地雷処理速

度の向上に資する。 

イ 地域住民が置かれている生活環境の安全性を向上させるとともに社会資本の

整備に資する。 

（２）事業内容 

 

 

ア「統合地雷処理課程」教育による能力構築支援 

 

（ア）機動小隊（被教育小隊）に対し、人力処理、機械処理を統合して行う地雷

処理の能力向上を狙いとする、「統合地雷処理課程」本格的教育を開始した。 

ａ ２０１４年度事業で実施した教育準備を拡充し、２０１５年度当初から本格

的な教育を実施した。 

ｂ ２０１４年度末に、課程教育修了の認定制度を設け、２０１５年度教育修

了者に「修了証」を付与した。 

ｃ 教育実施に際し、探知機、ＧＰＳなどの各個人の動作、ランドリリース関

連の教育など努めて多くの課目をＣＭＡＣ教官に担当させ教官教育を実施

し、ＣＭＡＣの自立的な能力向上を図った。 

 

（イ ）実地雷原における地雷処理実習（ＯＪＴとして） 

教育現場のチャインミンチェイコミューン及びスナンコミューンにおいて

教育の一環（ＯＪＴ）として、約２６０ｈａを予定しての地雷処理を実施し

た。 

 

イ 技術移転（ＣＢＰＤ機動小隊以外の隊員を対象として行うもの） 

教育に支障がない範囲で集合訓練、巡回指導により継続して実施した。 

ａ 統合地雷処理の処理技法に基づく地雷処理要領 

ｂ 小隊長等の管理者に対する管理技法 

 

ウ 地域復興支援（参考） 

インフラ整備等を行う地域復興支援事業（「安全な村つくり事業」（ＳＶＣ：

Ｓａｆｅｔｙ Ｖｉｌｌａｇｅ Ｃｏｎｓｔｒｕｃｔｉｏｎ）を自己資金により

継続して実施した。 

エ ＣＭＡＣによる国際協力事業への支援（参考） 

ＣＭＡＣが実施する南南協力事業に対して、ＣＭＡＣ等からの要請に基づき

課程教育に支障がない範囲で教導小隊による処理要領の展示及び管理技法の

教育支援を行った。 

（３）達成された 

効果 

   

 

２０１５年度は２年目であり、ＣＭＡＣが選考した２コの機動小隊（被教育小

隊）に対して、統合地雷処理能力向上を狙いとする「統合地雷処理課程」の本

格的教育を実施し、ほぼ計画通りに修了した。 

ア 「統合地雷処理課程」教育による能力構築支援 

（ア）課程教育参加者の状況 
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教育開始前に教導小隊及び各機動小隊の隊員に対し、素養試験を実施し、

当初の能力を把握した。平均点は、教導小隊は８７点、前段の機動小隊は７

２点、後段の機動小隊は７３点であった。 

その後、各教育修了後に試験を実施し、教導小隊は８８点、前段の機動小

隊は８５点、後段の機動小隊は８６点と平均点を上げ、能力を向上した。 

 別紙第１－１ 「素養・修了試験成績一覧表」    

別紙第１－２ 「教導小隊評価一覧表」       

別紙第１－３ 「機動小隊（前段）評価一覧表」   

別紙第１－４ 「機動小隊（後段）評価一覧表」   

（イ）課程教育制度の確立 

  ａ  確立した「統合地雷処理課程」教育体系・要領等に基づき、２コの機動

小隊（第１３７小隊及び第１３５小隊）に対し、課程教育を実施して処理能

力練度を向上させた。 

別紙第２－１「教育課目体系表」 

別紙第２―２「前段課程教育スケジュール」 

別紙第２―３「後段課程教育スケジュール」 

 

ｂ  教官の養成 

    ２０１４年度は、教育本部要員３名を対象に統合地雷処理教育の教官と

して養成し、年度末にはＣＭＡＣから正式なＣＢＰＤ教官として認定され

た。 

２０１５年度は、教授予行も兼ね、教官として逐次運用して、ＣＭＡＣ

自身による持続的な統合地雷処理教育の基盤を付与した。 

さらに、２０１６年度は、正式なＣＢＰＤ教官として課目を担任させ、

将来的には統合地雷処理要領に習熟した指導者として、ＣＭＡＣ全体に統

合地雷処理要領を普及する。 

    別紙第３「２０１６年度ＣＢＰＤ教育課目担任区分表」 

 

 ｃ  統合地雷処理ハンドブックの作成 

    統合地雷処理課程の制定等に基づき、新たに統合地雷処理要領を記述し

たハンドブック案を作成した。 

今後は、２０１６年度中にＣＭＡＣと協議を図った後、ハンドブックを

完成させ、ＣＭＡＣ全体の各班長以上に配布し、ＣＭＡＣ全体に統合地雷

処理要領を普及する。 

       参考資料「統合地雷処理ハンドブック」 

ｄ 地雷処理 

  教育実習現場のチャインミンチェイコミューン及びスナウコミューン

において、２８３ｈａ／２６０ｈａ予定を処理し、進捗率は１０９％であ

った。計画より、２３ｈａ多く処理できたのは、①ランドリリース技法の

定着により効率的な処理作業を実施したこと ②降雨による作業遅延の

影響が例年より少なかったことが主な要因である。 

 

イ 教育課程以外の技術移転 

（ア）  集合訓練 

    ＣＭＡＣ全体から選出された小隊長、班長等４０名を対象に３月９日～
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１７日にかけて、ＣＭＡＣ地雷処理技術学校（ＴＩＭＡ）において学科を、

ＣＢＰＤ地雷処理実習現場において野外実習を実施し、統合地雷処理要領に

ついて普及・徹底した。 

別紙第４「集合訓練成果報告」 

        

  （イ）  ＣＭＡＣとの合同巡回指導 

    ＪＭＡＳ・ＣＭＡＣ合同チームにより、６月２１日～２５日にかけて、

ＣＢＰＤ以外のＣＭＡＣ小隊等（ＣＢＰＤ元機動小隊を含む。）の処理活動

を巡回指導して評価するとともに、集合訓練に参加した隊員に対し、学科試

験を実施して、理解度を確認した。 

別紙第５「ＪＭＡＳ・ＣＭＡＣ合同巡回指導成果報告」 

 

  （ウ） ２０１６年度は、これまで実施していた集合訓練、巡回指導に代え、

課程教育を履修した機動小隊による地雷処理活動状況の事後評価を実施し

ていく。 

 

ウ 危険回避教育 

事業地近傍の小学校、行政機関、村人等に対し、合計１５回、１，４４０

名に実施した。地元密着型教育として効果が大きく期待されており、２０１

６年度も引き続き実施していく。 

  別紙第６「危険回避教育実施状況」   

 

エ 広 報 

ＪＯＣＶ、ユネスコ協会関係者、大学生等に対し、合計１５回、１５１名

の見学者に対応した。 

また、地雷処理跡地引き渡しセレモニーを、ＣＭＡＡ長官、ＣＭＡＣ長官

及びバッタンバン州知事出席のもと、地域住民２００名を参集して実施しＪ

ＭＡＳ活動の周知徹底を図った。 

２０１６年度も、ＪＭＡＳの活動を通じ、日本のカンボジア地雷除去支援の

力強い取り組みについて、内外に知らしめていく。 

別紙第７「見学者一覧表」 

 

オ 地域復興支援（参考） 

   道路構築、道路補修及び小学校の建設を含む地域復興支援事業を自己資金

により実施した。 

 

カ ＣＭＡＣによる国際協力事業への支援（参考） 

２０１５年に行われたＡＳＥＡＮ地雷処理会議において、カンボジアにお

ける日本の地雷処理支援についてブリーフィングを実施して、処理活動をカ

ンボジア内外に知らしめた。 

ＣＭＡＣ等から諸外国の地雷処理団体関係者に対する処理活動研修の依頼

を受け、教導隊により処理活動を展示した。 
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キ 成果を測る指標 

「統合地雷処理課程」教育による能力構築支援 

今年度は、３３１名に対し実施し、その内訳は次の通りである。 

（ア）課程教育：教導隊及び２コ機動小隊（隊員２９名）の９１名 

（イ）集合訓練：ＣＭＡＣ全地雷処理小隊各級指揮官の４０名 

（ウ）巡回指導：ＣＭＡＣ全地雷処理小隊の２００名 

 

ク 事業の内容、効果   

     別紙第８ 「事業内容、事業の効果に関する写真」 

（４）今後の見通   

   し 

 

 

 

ア 能力構築支援の「統合地雷処理課程教育」に関し、今年度は、ほぼ計画通り

に実施し、所望の成果を収めている。 

２０１６年度は、最終年度にあたり、更に質の高い能力構築教育を実施して、

「統合地雷処理課程教育」の完成を目指していく。 

イ 地雷処理 

裨益世帯数：４２６世帯、裨益人口：１，７１６人 


